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(57)【要約】
　オイル及びガス管用のねじ継手は、雌部（１）及び雄
部（２）を備え、雌部（１）は、ねじ付き結合セクショ
ン（１１）と、結合セクション（１１）を延長するシー
ルセクション（１２）とを備える継手管状体であり、雄
部（２）は、外面（Ｓ２１）にねじが形成された第１の
セクション（２１）と、継手をシールするために雌部の
シール面（Ｓ１２）を協働するシール面（Ｓ２２）を有
する第２のシールセクション（２２）とを含む管状体を
構成し、雌部（１）のシール面（Ｓ１２）は、円錐セク
ション（Ｓ１２１、Ｓ１２２）で作られており、雄部（
２）のシール面（Ｓ２２）は、第１のセクション（２１
）に近い近位部（Ｓ２２１）と遠位部（Ｓ２２２）とを
備え、近位セクション部（Ｓ２２１）は、雌部（１）の
ール面（Ｓ１２）と共に第１のシール（ＰＳ）を形成す
る円錐面であり、遠位部（Ｓ２２２）は、雌部（１）の
シール面（Ｓ１２）と共に第２のシール（ＤＳ）を形成
する凸面（Ｓ２２３）を有する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オイル及びガス管用のねじ継手であって、前記継手は雌部（１）及び雄部（２）を備え
、前記雄部（２）と前記雌部（１）との間の結合方向（ＣＤ）及び結合配置が規定され、
前記雄部は先端部（２３）を有し、前記雌部（１）は、内側面（Ｓ１１）にねじが形成さ
れ且つ前記管状体の軸が結合方向（ＣＤ）を有する結合セクション（１１）と、前記結合
方向に縮径して前記結合セクション（１１）を前記結合方向に延長するシールセクション
（１２）とを備える継手管状体であり、前記シールセクション（１２）は、内側シール面
（Ｓ１２）と、前記結合配置において前記雄部（２）の前記先端部（２３）に当接するた
めの、前記シールセクション（１２）の端部にある肩部（１３）とを有し、前記雄部（２
）は、外面（Ｓ２１）にねじが形成され、且つ前記雌部（１）のねじ付きの前記内側面（
Ｓ１１）に相補的な第１のセクション（２１）と、前記結合配置において前記継手をシー
ルするために前記雌部（１）の前記内側シール面（Ｓ１２）と協働するシール面（Ｓ２２
）を有する第２のシールセクション（２２）とを含む管状体を構成し、
－前記雌部（１）の前記内側シール面（Ｓ１２）は、円錐セクション（Ｓ１２１、Ｓ１２
２）で作られており、
－前記雄部（２）の前記シール面（Ｓ２２）は、前記第１のセクション（２１）に近い近
位部（Ｓ２２１）と、前記端部（２３）に近い遠位部（Ｓ２２２）とを備え、
－前記近位部（Ｓ２２１）は、前記結合配置において、前記雌部（１）の前記内側シール
面（Ｓ１２）の前記円錐セクションの一方（Ｓ１２１）と共に第１のシール（ＰＳ）を形
成する円錐面を有し、
－前記遠位部（Ｓ２２２）は、前記結合配置において、前記雌部（１）の前記内側シール
面（Ｓ１２）の前記円錐セクションの他方（Ｓ１２２）と共に第２のシール（ＤＳ）を形
成する凸面（Ｓ２２３）を有する、ことを特徴とするねじ継手。
【請求項２】
　前記雄部の前記近位部（Ｓ２２１）の前記円錐面の開口角と、前記雌部の近位の円錐セ
クション（Ｓ１２１）の開口角とは異なる、請求項１に記載のねじ継手。
【請求項３】
　前記近位部（Ｓ２２１）の前記円錐面の前記開口角は、前記雌部の近位の前記円錐セク
ション（Ｓ１２１）の開口角よりも大きい、請求項２に記載のねじ継手。
【請求項４】
　前記雌部（１）において母線と前記円錐セクションの軸とで形成された開口角は、１０
°から２０°を成し、前記雄部（２）において母線と前記近位部（Ｓ２２１）の前記円錐
セクションの軸とで形成された開口角は、１０°から２０°を成す、請求項３に記載のね
じ継手。
【請求項５】
　前記雌部（１）の前記シール面（Ｓ１２）の前記円錐セクション（Ｓ１２１、Ｓ１２２
）は、同じ円錐に属する、請求項１から４のいずれかに記載のねじ継手。
【請求項６】
　前記雌部（１）の前記シール面（Ｓ１２）の前記円錐セクション（Ｓ１２１、Ｓ１２２
）は、角度が異なる、請求項１から４のいずれかに記載のねじ継手。
【請求項７】
　前記凸面（Ｓ２２３）はトロイダルセクションである、請求項１から６のいずれかに記
載のねじ継手。
【請求項８】
　前記トロイダルセクションを生成する円の半径は、４５と７０ｃｍとの間、好ましくは
５０ｃｍを成す、請求項７に記載のねじ継手。
【請求項９】
　オイル管用のねじ継手であって、前記継手は雌部（１）及び雄部（２）を備え、前記雄
部（２）と前記雌部（１）との間の結合方向及び結合配置が規定され、前記雄部は先端部
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（２３）を有し、前記雌部（１）は、内側面（Ｓ１１）にねじが形成され且つ前記管状体
の軸が結合方向（ＣＤ）を有する結合セクション（１１）と、前記結合方向に縮径して前
記結合セクション（１１）を前記結合方向に延長するシールセクション（１２）とを備え
る継手管状体であり、前記シールセクション（１２）は、内側シール面（Ｓ１２）と、前
記結合配置において前記雄部（２）の前記先端部（２３）に当接するための、前記シール
セクション（１２）の端部にある肩部（１３）とを有し、前記雄部（２）は、外面（Ｓ２
１）にねじが形成され、且つ前記雌部（１）のねじ付きの前記内側面（Ｓ１１）に相補的
な第１のセクション（２１）と、前記結合配置において前記継手をシールするために前記
雌部（１）の前記内側シール面（Ｓ１２）と協働するシール面（Ｓ２２）を有する第２の
シールセクション（２２）とを含む管状体を構成し、前記先端部（２３）は前記結合配置
において前記肩部（１３）に当接し、
－前記雄部（２）の前記シール面（Ｓ２２）は、前記ねじに近い近位円錐セクション（Ｓ
２２１’）と、前記雄部の前記先端部（２３）に近い遠位セクション（Ｓ２２２’）とで
作られており、
－前記雌部（１）の前記内側シール面（Ｓ１２）は、前記ねじに近い近位セクション部（
Ｓ１２１’）と、前記肩部（１３）に近い遠位セクション部（Ｓ１２２’）とを備え、
－前記雌部（１）の前記近位セクション部（Ｓ１２１’）は、前記結合配置において、前
記雄部（２）の前記近位円錐セクション（Ｓ２２１’）と共に第１のシールを形成する円
錐面であり、
－前記雌部（Ｓ１２２’）の前記遠位セクション部は、前記結合配置において、前記雄部
（２）の前記遠位セクション（Ｓ２２２’）と共に第２のシール（ＤＳ）を形成する凸面
（Ｓ２２３）を有する、ことを特徴とするねじ継手。
【請求項１０】
　前記雄部の前記近位円錐セクション（Ｓ２２１’）の円錐面の角度と、前記雌部の前記
近位セクション部（Ｓ１２１’）の角度とは異なる、請求項９に記載のねじ継手。
【請求項１１】
　前記雌部の前記近位セクション部（Ｓ１２１’）の円錐面の角度は、前記雄部（２）の
前記近位円錐セクション（Ｓ２２１’）の角度よりも大きい、請求項１０に記載のねじ継
手。
【請求項１２】
　前記雄部（２）の前記シール面（Ｓ２２）の前記円錐セクション（Ｓ２２１’、Ｓ２２
２’）は、同じ円錐に属する、請求項９又は１０に記載のねじ継手。
【請求項１３】
　前記凸面（Ｓ２２３）は、トロイダルセクションである、請求項９から１２のいずれか
に記載のねじ継手。
【請求項１４】
　前記肩部（１３）は、円形セクション、直線セクション、又は階段状セクションを有す
る、請求項１から１３のいずれかに記載のねじ継手。
【請求項１５】
　前記雌部（１）及び前記雄部（２）は、それぞれ高性能結合部のボックス（１）及びピ
ン（２）である、請求項１から１４のいずれかに記載のねじ継手。
【請求項１６】
　前記先端部（２３）は、潤滑剤を蓄えるための環状凹部を前記シール面（Ｓ２２）内に
備え、前記凹部は、前記近位セクション（Ｓ２２１）と前記遠位部（Ｓ２２２）との間に
位置する、請求項１から１５のいずれかに記載のねじ継手。
【請求項１７】
　請求項１から１６のいずれかに記載の継手を備えるオイル又はガス管。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、雌ねじ部及び雄ねじ部、例えばピン及びボックスを備える、つまり高性能継
手（ｐｒｅｍｉｕｍ　ｊｏｉｎｔ）として良く知られている内圧及び外圧条件の両方での
厳しい状況で作動するよう設計された高性能結合部を備える形式のオイル及びガス管用の
ねじ継手に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高性能継手は、テーパーねじを有するピン及びボックスを備え、これによって、シール
が形成される各テーパー面を相互に協働させてシール面を設けることによってピン及びボ
ックスを締結することができ、さらにボックスの肩部に当接して結合部のストッパーとし
て機能するピン先端を備える。
【０００３】
　シールは、金属間の密接接触によって形成され、内圧及び外圧の両方、軸方向荷重及び
曲げに耐える必要がある。
　国際公開第２００４／１０９１７３号、米国公開第２０１１／０２４１３４０号、及び
米国公開第２０１５／０００１８４１号は、この高性能継手の主たる特徴部を開示する。
【０００４】
　結合部の詳細、特に結合時にシールを生じさせる表面の設計は、全ての条件下で、すな
わち、内圧及び外圧、引張及び圧縮、曲げ、及び全ての作動温度でこれら全てにおいて、
完全な緊密性を保証する必要があるので非常に重要である。
　この理由から、最新の文書には、ピン及びボックスの表面の異なる設計に基づいた非常
に特殊な解決策が説明されている。
【０００５】
　米国公開第２０１１／０２４１３４０号には、円錐間（ｃｏｎｅ　ｔｏ　ｃｏｎｅ）継
手に基づく、及びピン又はボックスの部品の一方の円形セクション、及び他方の円筒部の
結合体に基づく複数の解決策が記載されている。この明細書の図３Ａから３Ｄには、交互
になった円錐面及び湾曲面で形成されたボックスのシール面の輪郭が記載されている。図
４及び５には結果として得られたシール継手が示されている。これらの全ての組み合わせ
は、その近位側及び遠位側でそれぞれ外圧及び内圧に耐えるように定められた単一の継手
を形成することが意図されている。本発明との関連において、遠位は、ピン先端部（又は
肩部）に近い部分を指し、近位は、ピン先端部から最も遠い部分、すなわちねじに近い部
分を指す。
【０００６】
　高性能継手は、同様に開示されているものに代えて２つのシール面を備える。
　これらの解決策の一部は、ピン及びボックスのテーパー付き領域のシールのうちの一方
、及び長手方向の支持面、すなわち肩部／ピン先端部領域の他のシールを有する。
【０００７】
　他の二重シール解決策は、各テーパー付き領域の両方のシールを有し、その解決策では
、肩部区域だけが支持機能をもつ。本発明は、この種の解決策に属する。
　二重シールの例は、本発明に最も近い従来技術と考えられる独国特許第４４４６８０６
号に記載されている。
　詳細には、独国特許第４４４６８０６号の図１には、円錐面に対する２つの円形セクシ
ョンに基づく二重シールが示されている。図３は、他の二重シールを示し、近位シールは
円錐シーツに対する円形シール、遠位シールは円錐間シールである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】国際公開第２００４／１０９１７３号
【特許文献２】米国公開第２０１１／０２４１３４０号
【特許文献３】米国公開第２０１５／０００１８４１号
【特許文献４】独国特許第４４４６８０６号
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　シールは２つ領域で保証されるが、これは、２つのシールが同一であり様々な状況に直
面することが考慮されていないので最適な解決策ではない。遠位シールは、内圧に対する
シールを保証することが意図されるが、近位シールは、外圧に対する緊密性を保証するよ
う設計されている。内圧及び外圧の作用の大きな違いは、内圧は、ピン先端部を膨張させ
る傾向があるので、シールを向上させる、つまり自己シール作用を有する点である、
【００１０】
　さらに、２つのシールが同じタイプであり、他方側に対する一方側の緊密性を高めるこ
とが望まれる場合、これは適切な緊密性を保証するが、シールの一方が過剰応力を受ける
ことになり、接触面の摩耗を加速する場合がある状況であり、これは回避すべき他のプロ
セスである。
【００１１】
　従来の解決策において最適でない他の側面は、結合課程が、管全体の全ての継手におけ
る有効な結合及び二重シールの正確な形成を保証することである。結合課程は、ピンとボ
ックスとの間の相対変位を伴い、その結果は、結合が行われる状況に左右される。
　また、本発明は、ピンとボックスとの間の短い相対的経路でシールが形成されること、
及び様々な継手に関して応力プロファイルが同一であることを保証することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　従来の問題を解決するために、本発明はオイル又はガス管用のねじ継手を提案し、この
継手は、雌部及び雄部を備え、雄部と雌部との間の結合方向及び結合配置（ｃｏｕｐｌｉ
ｎｇ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が規定され、雄部は、先端部を有し、雌部は、結合
セクションとシールセクションとを備える継手管状体であり、結合セクションは、内側面
にねじが形成され、管状体の軸が結合方向を有し、シールセクションは、結合方向に縮径
して結合セクションを結合方向に延長し、シールセクションは、内側シール面と、結合配
置において雄部の先端部に当接するためのシールセクションの端部の肩部とを有し、雄部
は、外面にねじが形成され、雌部のねじ付き内側面に相補的な第１のセクションと、結合
配置において、継手をシールするために、雌部のシール面と協働するシール面を有する第
２のシールセクションとを含む管状体を構成し、
－雌部の内側シール面は、円錐セクションで作られており、
－雄部のシール面は、第１のセクションに近い近位部と、端部に近い遠位部とを備え、
－近位部は、結合配置において、雌部の内側シール面の一方の円錐セクションと共に第１
のシールを形成する円錐面を有し、
－遠位部は、結合配置において、雌部の内側シール面の他方の円錐セクションと共に第２
のシールを形成する凸面を有する。
【００１３】
　明細書全体にわたって、近位シールは、ねじに近いシールを意味し、遠位シールは、肩
部の近くに配置されたシールを意味する。
【００１４】
　この構成は、接触応力が相互補完的であり、完成時に最適なシール接触長さをもたらす
ので、組み立て時に良好なシール性能を提供する。シール位置に対する初期接触時の円錐
シールの周りの応力は、凸面での応力に比べてより大きな速度で増加する。
【００１５】
　詳細には、この構成は、二重シール配列の非対称構成をもたらすので、結果として、外
圧及び内圧の両方に耐えることを可能にし、外圧は、ねじの間の隙間からの圧力であり、
内圧は、パイプ／ダクトの内部からの圧力である。
【００１６】
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　種々の条件に関するシール結合性能は、シール応力及びシール長の関数である。組み付
け時に、小さな接触面積／高い応力（円錐）と大きな接触面積／低い応力（トロイダル）
を組み合わせると、摩耗のリスクが低下するが、種々の荷重の組み合わせに関して各シー
ルにおける十分なひずみエネルギがもたらされる。円錐間シールの結果としてのピーク円
錐応力は、外圧が入るのを防ぐが、このデザインはくさび効果から引き起こされる負荷の
リスクを低減する。また、シールのデザイン及び位置は、引張と内圧などの最も難しい組
み合わせ時に最大ひずみエネルギをもたらす。
【００１７】
　内圧がシール接触圧を加勢するので高い凸状シール応力は必要ない。しかし、凸面又は
トロイダルシールでの応力は、円錐シールよりもかなり低く、シール接触圧は雄部の端部
に作用する内圧によって加勢される。
　従って、シール設計応力集中、接触面積、及び位置が、摩耗及び何らかの負荷条件に耐
えるよう最適化される。
【００１８】
　一部の実施形態において、雄部の近位セクション部の円錐面の開口角と、雌部の近位円
錐セクションの開口角とは異なる。
　一部の実施形態において、近位セクション部の円錐面の開口角は、雌部の近位円錐セク
ションの開口角よりも大きい。
【００１９】
　他の実施形態は、近位セクション部の円錐面の角度が、雌部の近位円錐セクションの角
度よりも小さい構成を含む。
【００２０】
　一部の特定の実施形態において、雌部の母線と円錐セクションの軸とで形成された開口
角は、１０°から２０°を成し、雄部の母線と近位セクションの円錐セクションの軸とで
形成された前記開口角は、１０°から２０°を成す。
【００２１】
　一部の実施形態において、雌部のシール面の円錐セクションは、同じ円錐に属する。
　一部の実施形態において、雌部のシール面の円錐セクションは、角度が異なる。
　一部の実施形態において、凸面はトロイダルセクションであり、好ましくは、トロイダ
ルセクションを生成する円の半径は、４５と７０ｃｍとの間、好ましくは５０ｃｍである
。
【００２２】
　本発明は、オイル及びガス管用のねじ継手に関し、この継手は、雌部及び雄部を備え、
雄部と雌部との間の結合方向及び結合配置が規定され、雄部は、先端部を有し、雌部は、
結合セクションとシールセクションとを備える継手管状体であり、結合セクションは、内
側面にねじが形成され、管状体の軸が結合方向を有し、シールセクションは、結合方向に
縮径して結合セクションを結合方向に延長し、シールセクションは、内側シール面と、結
合配置において雄部の先端部に当接するためのシールセクションの端部の肩部とを有し、
雄部は、外面にねじが形成され、雌部のねじ付き内側面に相補的な第１のセクションと、
結合配置において、継手をシールするために、雌部のシール面と協働するシール面を有す
る第２のシールセクションとを含む管状体を構成し、先端部は、結合配置において、肩部
に当接し、
－雄部のシール面は、ねじに近い近位円錐セクションと、雄部の先端部に近い遠位セクシ
ョンとで作られており、
－雌部の内側シール面は、ねじに近い近位セクション部と、肩部に近い遠位セクション部
とを備え、
－雌部の近位セクション部は、結合配置において、雄部の近位円錐セクションと共に第１
のシールを形成する円錐面であり、
－雌部の遠位セクション部は、結合配置において、雄部の遠位セクションと共に第２のシ
ールを形成する凸面を有する。
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【００２３】
　これは上述の構成の第２の代替案であるが、凸面が逆の位置にあり、ここではピンの代
わりに雌部にある。この利点は上述の発明概念と同じである。
　この第２の代替案の一部の実施形態において、
－雄部の近位円錐セクションの円錐面の角度は、雌部の近位セクション部の角度とは異な
り、好ましくは、雌部の近位セクション部の円錐面の角度は、雄部の近位円錐セクション
の角度よりも大きい。
－雄部のシール面の円錐セクションは、同じ円錐に属する。
【００２４】
　開示された全ての実施形態に関して、肩部が円形セクションを有し、凸面がピンに属す
ることが好ましい。機械加工の理由で、真っ直ぐな負の肩部角度を想定することもできる
。
　円形セクション又は負の直線セクション又は階段を備える肩部を用いると、雄部は、外
部圧力の間に良好に支持される。
【００２５】
　一部の実施形態において、先端部は、シール面内に潤滑剤を蓄えるための環状凹部を備
え、凹部は、近位セクションと遠位部との間に位置する。
【００２６】
　本発明は、乾式及び湿式継手の両方に適用できる。後者の場合、潤滑剤が接触面の間に
置かれる。本発明によれば、２つの金属間シールが確立され、結合が行われると、湿式継
手の場合に、第１のシールの構築の間に多量の潤滑剤が前方に引き寄せられ、第２のシー
ルには僅かな量しか残らないということが起こり得る。この作用は、環状凹部によって低
減することができる。
【００２７】
　最後に、特に好ましい実施形態において、雌部及び雄部は、それぞれ高性能結合部のボ
ックス及びピンである。他の実施形態において、雄部及び雌部は、フラッシュ式結合部で
ある。
【００２８】
　明細書を完成しかつ本発明のさらなる理解を可能にするための、図面一式が提示される
。この図面は、明細書の一体部分を成し、本発明の実施形態を例示するが、本発明の範囲
を限定すると解釈すべきではなく、発明的な継手をどのように実施するかの単なる例と解
釈すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の好ましい実施形態による高性能結合部の種々の部品を示す断面図である
。
【図２】最も好ましい実施形態による二重シール結合を概略的に示す。
【図３】ボックスに丸い面が配置され、全てのピンシール面Ｓが円錐である実施形態を示
す。
【図４】ボックス部が、異なる円錐アパーチャの２つの異なるセクションを有する円錐面
Ｓを含む実施形態を示す。
【図５】ピン部が、異なる円錐アパーチャの２つの異なるセクションを有する円錐面Ｓを
含む実施形態を示す。
【図６ａ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｂ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｃ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｄ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
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。
【図６ｅ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｆ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｇ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【図６ｈ】高性能結合部を作る間にシールが大体どのように振る舞いのかを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１に示す好ましい実施形態によれば、本発明は、ボックス１及びピン２を備えるオイ
ル及びガス管用のねじ継手に関する。このセクションではピン及びボックス接手を参照す
るが、本発明はフラッシュ継手に適用できることは明らかであり、フラッシュ継手は、管
要素の一端が雌ねじ部を備え、一方で他端が雄ねじ部を備えており、次の管要素にねじ込
むことができるようになっている。
【００３１】
　ピン２とボックス１との間の結合方向ＣＤ及び結合配置が規定される。結合配置は、図
１－５、及び図６ｈに示されている。他の図面は結合課程を示す。
　ボックス１は、継手管状体であり、内面にねじが形成された結合セクション１１を備え
る。
　シールセクション１２は、結合セクション１１を結合方向に延長する。このシールセク
ション１２は結合方向に縮径する。
【００３２】
　シールセクション１２は、内側シール面Ｓ１２と、結合配置においてピン２の先端部２
３（端部）を支えるためのシールセクション１２端部の肩部１３とを有する。
　ピン２は、第１のセクション２１と第２のセクション２２とを含む管状体を備え、第１
のセクション２１の外面Ｓ２１には、ボックス１のねじ付き外側シール面Ｓ１１と相補的
なねじが形成されており、第２のシールセクション２２は、結合配置において継手をシー
ルするためにボックス１の内側シール面Ｓ１２と協働するシール面Ｓ２２を備える。
【００３３】
　本発明によれば、
－ボックス１の内側シール面Ｓ１２は、円錐セクションＳ１２１、Ｓ１２２で作られてお
り、
－ピン２のシール面Ｓ２２は２つの部分Ｓ２２１、Ｓ２２２、すなわち第１のセクション
２１に近接する近位部Ｓ２２１と先端部２３に近接する遠位部Ｓ２２２とを備え、
－近位部Ｓ２２１は、結合配置において、ボックス１の内側シール面Ｓ１２と共に第１の
シールＰＳ（図６ｇ参照）を形成する円錐面であり、
－遠位部Ｓ２２２は、結合配置において、ボックス１の内側シール面Ｓ１２と共に第２の
シールＤＳ（図６ｇ参照）を形成する凸面Ｓ２２３を有する。
【００３４】
　図１、２、及び図６ａから６ｈに示す好ましい実施形態によれば、ピンの近位部Ｓ２２
１の円錐面の角度は、ボックスの近位円錐セクションＳ１２１の角度よりも大きい。また
、この好まし実施形態によれば、ボックス２の円錐面Ｓ１２１、Ｓ１２２の角度が同じで
あることが分かる。このことは図２にも示されており、その相対寸法は、シールＰＳ、Ｄ
Ｓの定性的な幾何学的側面を示すために誇張されている。
【００３５】
　また、図１は、シールの空間的応力プロファイルを示す。応力プロファイルは、シール
面を生じるラインに沿った位置に対する応力を表す関数である。近位シールの応力プロフ
ァイルは、参照符号ＤＰＳを有し、遠位シールの応力プロファイルは、参照符号ＤＤＳを
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有する。近位シールは、ねじ領域に隣接したピークＰを有し、このピークＰは応力プロフ
ァイルの最大値であり（図１参照）、従って、外部圧力に耐え得るための障壁として機能
し、一方で、遠位シールは対称であり、より低い最大圧力を有する。図６ｈは、肩部１３
、２３で生成された応力プロファイルをさらに示す。
【００３６】
　示された実施形態において、ボックスの母線と円錐セクションの軸とによって形成され
た角度は、１０°から２０°の間に含まれ、ピン２の母線と近位部Ｓ２２１の円錐セクシ
ョンの軸とによって形成された角度は、１０°から２０°の間に含まれる。
【００３７】
　以下に図２から５を参照して特定の例を開示する。
【００３８】
ボックスの円錐セクションが単一のテーパー付き領域である
　図１の例では、ボックス１の内側シール面Ｓ１２の円錐セクションＳ１２１、Ｓ１２２
は、同じ円錐に属しており、従って、同じ角度を有する。
　ボックス内に単一のテーパー付き領域をもつことは以下の２つの主たる利点を伴う。
１．製造がかなり単純になる。
２．ボックスのテーパー付き領域の計測が単純になる。
【００３９】
ボックスが角度の異なる２つの別のテーパー付き領域を有する
　図４に示す例では、ボックス１のシール面Ｓ１２の円錐セクションＳ１２１、Ｓ１２２
は、異なる角度を有する。
　２つの異なる角度を用いると、シール接触区域及び接触圧力の良好な最適化が可能にな
る。
【００４０】
凸面が、ピンの代わりにボックスに配置される
　図３及び５に示すように、他の実施形態は、ピン２とボックス１との間で凸面／トロイ
ダル面の位置が入れ替わるものである。この代替案は製造の観点から小規模であるが、２
つの異なるシールの位置の効果は、上記の好ましい実施形態と同じである。
【００４１】
シール構築のシミュレーション
　以下に図６ａから６ｈを参照して結合プロセスにおいてシールが形成される様態を説明
する。好ましい実施形態による特徴部でもたらされる好都合な効果を同様に説明する。
【００４２】
　詳細には、これらの図は、近位シールＳＰ、すなわちねじ領域に近いシール、及び遠位
シールＳＤ、すなわち肩部１３、２３の近くに配置されたシールを構成する、実質的には
２つの環状帯で形成される応力プロファイルを示す。
【００４３】
　ピン２とボックス１との間の最初の接触時に遠位シールＳＤが形成され始める。図示の
ように、ピンの先端部２３の湾曲凸面Ｓ２２３とボックス１の遠位（テーパー付き）面Ｓ
１２２との間に現れる拘束応力は、応力プロファイルをもたらし、この応力プロファイル
は、接触面に対して実質的に直交する軸に沿って対称である。全ての結合課程から分かる
ように、このプロファイルは、非常に安定しており、導入時のその大きさ及び対称性を維
持する。
【００４４】
　しかしながら、近位シールに対応する円錐間接触は、遠位シールＤＳのものとは別の発
展及び別のプロファイルを有する。詳細には、近位シールは、図６ｄに示す時点から現れ
る。
　図６ａから６ｈは、ほぼ一定間隔での連続した位置であることを指摘する。
【００４５】
　近位シールでの応力増加は、円錐間接触であること、並びにピン２及びボックス１の接
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　近位シールＰＳを形成するプロセスの終わりに、位置の関数としての応力図は、ねじに
向かって偏位し、換言すると、応力図は非対称であり、主応力は、圧力が大きくなる傾向
にある、ねじ側で大きいことが理解できる。
【００４６】
　従って、本発明が提供する非対称性によって、必要な場所での高応力集中が可能になる
ので、従来の解決策に対して良好な緊密性及び組み付け時の低摩耗がもたらされる。
　さらに、各応力図は、２つのシールを同時に達成する管理が容易であることを示し、そ
の理由は、その一方が僅かな変動で導入過程全体にわたって形成されるが、他方の近位シ
ールＰＳが遠位シールＤＳの形成に必然的にオーバーラップする期間に形成され、そのピ
ークはピン先端部が肩部に当接した場合に生じるからである。
【００４７】
　最後に、組み立て変位は非常に短いにもかかわらず、非結合方向の引っ張りに起因する
変位は、ねじ公差を正しく調整することでより短くすることができ、全ての荷重条件下で
両シールが有効になるのを保証することを指摘する。
【００４８】
　本明細書において、用語「備える」及びその派生語（例えば、備えている）は、排他的
な意味と理解すべきではなく、すなわちこの用語は、説明又は規定されたものが別の要素
やステップなどを含む可能性を排除すると解釈すべきではない。
　本発明は、本明細書に記載された特定の実施形態に限定されないことは明らかであるが
、請求項に定義された本発明の一般的範囲内で、当業者が考えることができるあらゆる変
形例（例えば、材料、寸法、構成要素などに関する）を包含することも明らかである。
【符号の説明】
【００４９】
　１　雌部
　２　雄部
　１１　結合セクション
　１２　シールセクション
　１３　肩部
　２１　第１のセクション
　２２　第２のシールセクション
　２３　先端部
　Ｓ１１　内側面
　Ｓ１２　内側シール面
　Ｓ１２１　円錐セクション
　Ｓ１２２　円錐セクション
　Ｓ２１　外面
　Ｓ２２　シール面
　Ｓ２２１　近位部
　Ｓ２２２　遠位部
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